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(57)【要約】
本発明によるベッド用身体浮揚装置は、固定パートと、
前記固定パートとの角度を調節できるように形成された
移動パートとを含むベッドの前記固定パートに連結され
、所定の高さを有する支持ユニット、一端が前記移動パ
ートに連結され、他端が前記固定パート側に延長され、
一端と他端との間の少なくとも一部が前記支持ユニット
によって支持されて支持点を形成し、前記移動パートの
角度を調節することによって前記支持点と他端との間の
長さが変化する駆動力伝達部材、及び使用者の身体の少
なくとも一部を支持できるように形成されて前記駆動力
伝達部材の他端に連結され、前記移動パートの角度を調
節することによる前記駆動力伝達部材の移動に応じて使
用者の身体を選択的に浮揚させる浮揚ユニットを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定パートと、前記固定パートとの角度を調節できるように形成された移動パートを含
むベッドの前記固定パートに連結され、所定の高さを有する支持ユニット；
　一端が前記移動パートに連結され、他端が前記固定パートに延長され、一端と他端との
間の少なくとも一部が前記支持ユニットによって支持されて支持点を形成し、前記移動パ
ートの角度を調節することによって前記支持点と他端との間の長さが変化する駆動力伝達
部材；及び
　使用者の身体の少なくとも一部を支持できるように形成されて前記駆動力伝達部材の他
端に連結され、前記移動パートの角度を調節することによる前記駆動力伝達部材の移動に
応じて使用者の身体を選択的に浮揚させる浮揚ユニット；
　を含むベッド用身体浮揚装置。
【請求項２】
　前記支持ユニットは、
　前記固定パートの両側のそれぞれに備えられ、上下方向に長く形成された一対の垂直棒
；及び
　前記一対の垂直棒の上端を連結するように備えられ、前記駆動力伝達部材を支持する支
持点が形成された水平棒；
　を含む、請求項１に記載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項３】
　前記水平棒は、長さが調節できるように形成された、請求項２に記載のベッド用身体浮
揚装置。
【請求項４】
　前記水平棒は、
　第１ベース部；及び
　前記第１ベース部と相対的にスライディングできるように形成された第１摺動部；
　を含む、請求項３に記載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項５】
　前記水平棒は、
　前記支持点が形成され、回転できるように形成された回転部を含む、請求項２に記載の
ベッド用身体浮揚装置。
【請求項６】
　前記支持ユニットは、
　前記支持ユニットを前記固定パートに固定させる第１連結部を含む、請求項１に記載の
ベッド用身体浮揚装置。
【請求項７】
　前記移動パートに固定され、所定の高さを有するように形成されて上側に前記駆動力伝
達部材の一端が連結される補助固定ユニットをさらに含む、請求項１に記載のベッド用身
体浮揚装置。
【請求項８】
　前記補助固定ユニットは、高さが調節できるように形成された、請求項７に記載のベッ
ド用身体浮揚装置。
【請求項９】
　前記補助固定ユニットは、
　第２ベース部；及び
　前記第２ベース部の上部に備えられ、前記第２ベース部と相対的に上下スライディング
できるように形成され、上端には前記駆動力伝達部材の一端が連結される第２摺動部；
　を含む、請求項８に記載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項１０】
　前記補助固定ユニットは、
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　前記補助固定ユニットを前記移動パートに固定させる第２連結部を含む、請求項７に記
載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項１１】
　前記駆動力伝達部材は、他端が二つに分枝され、
　前記浮揚ユニットは、
　所定の面積を有するように形成されて使用者の身体の少なくとも一部を支持する支持部
材；及び
　前記支持部材の両側に形成され、前記駆動力伝達部材の分枝された他端のそれぞれに連
結される一対の締結部；
　を含む、請求項１に記載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項１２】
　前記一対の締結部の少なくともいずれか一つは、前記駆動力伝達部材の分枝された他端
と着脱できるように形成された、請求項１１に記載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項１３】
　前記支持部材は、使用者の身体の肛門部に対応する領域が開放されて開放領域が形成さ
れた、請求項１１に記載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項１４】
　前記支持ユニットは、前記固定パートに回転できるように形成され、前記固定パートの
周りに折り畳まれるように形成された、請求項１に記載のベッド用身体浮揚装置。
【請求項１５】
　固定パート及び前記固定パートとの角度を調節できるように形成された移動パートを含
むベッドに設けられ、所定の高さを有して上下方向に開口孔が形成された垂直部、前記垂
直部の上部に結合される水平部、及び前記垂直部に関して上下方向に移動できるように備
えられた移動部を含む支持ユニット；
　一端が前記移動パートに連結され、前記開口孔を通過して前記移動部と接し、前記水平
部によって支持されて支持点を形成し、前記移動パートの角度を調節することによって前
記支持点と他端との間の長さが変化する駆動力伝達部材；及び
　使用者の身体の少なくとも一部を支持できるように形成されて前記駆動力伝達部材の他
端に連結され、前記移動パートの角度を調節することによる前記駆動力伝達部材の移動に
応じて使用者の身体を選択的に浮揚させる浮揚ユニット；
　を含むベッド用身体浮揚装置。
【請求項１６】
　前記水平部を支持する支持部をさらに含む、請求項１５に記載のベッド用身体浮揚装置
。
【請求項１７】
　前記垂直部は、第１垂直部及び前記第１垂直部との間に開口孔を形成するように一定距
離離隔させて備えられた第２垂直部を含む、請求項１５に記載のベッド用身体浮揚装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベッド用身体浮揚装置に関し、より詳細には、角度を調節することができる
ベッドの角度調節と連動して、使用者の身体の少なくとも一部を浮揚させるようにする、
ベッド用身体浮揚装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　挙動が不便な患者、お年寄りなどを対象とする医療用ベッドの場合、多様な便宜機能が
提供されることが多い。つまり、患者、お年寄りなどは、身体を思う通りに挙動すること
が困難であるため、医療用ベッドは、使用者の挙動を補助するための便利な機能を提供す
る。
【０００３】
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　このような便利な機能の中で、最近は、患者、お年寄りの衣服などを着替えさせる、ま
たは小便、大便を処理するなどの様々な状況で使用者の身体の一部を一時的または長期間
浮揚させるための機能が求められている。
【０００４】
　従来の場合、介護人または保護者が前記のように衣服などを被介護人又は被保護者に着
替えさせるためには、自力で被介護人または被保護者の身体を浮揚させ、その後、衣服の
着替え作業を行わなければならなかった。このような過程で非常に大きいな努力が必要と
なるという問題がある。
【０００５】
　特に、介護人または保護者の力が弱い場合には、このような作業自体が不可能に近く、
これによって被介護人または被保護者の身体を左右に回転させるしかなかった。このよう
な過程で被介護人または被保護者の身体が傷付く場合がしばしば発生し、また、目標作業
を円滑に行うことが難しい、という問題がある。
【０００６】
　このような問題を解決するために、別途動力を利用して被介護人または被保護者の身体
を浮揚させる浮揚装置が開発されたが、従来の浮揚装置は、その体積が大きいため使用に
不便が伴われ、空間の狭い所では使用することが難しいという問題がある。また、このよ
うな浮揚装置は、必要な電力またはエネルギーが追加的に消耗されるるので、その効率が
大きく低下する問題もある。
【０００７】
　したがって、このような問題点を解決するための方法が求められている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述した従来技術の問題点を解決するための発明であって、占有面積を最小
化するとともに、使用しやすいベッド用身体浮揚装置を提供するためのものである。
【０００９】
　また、本発明の課題は、別途の動力が要求されないベッド用身体浮揚装置を提供するこ
とにある。
【００１０】
　本発明の課題は、以上で言及した課題に限定されず、言及されていない他の課題は、下
記記載から当業者が明確に理解できる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するための本発明のベッド用身体浮揚装置は、固定パートと、前記固定
パートとの角度を調節できるように形成された移動パートを含むベッドの前記固定パート
に連結され、所定の高さを有する支持ユニット、一端が前記移動パートに連結され、他端
が前記固定パートに延長され、一端と他端との間の少なくとも一部が前記支持ユニットに
よって支持されて支持点を形成し、前記移動パートの角度を調節することによって前記支
持点と他端との間の長さが変化する駆動力伝達部材、及び使用者の身体の少なくとも一部
を支持できるように形成されて前記駆動力伝達部材の他端に連結され、前記移動パートの
角度を調節することによる前記駆動力伝達部材の移動に応じて使用者の身体を選択的に浮
揚させる浮揚ユニットを含む。
【００１２】
　そして、前記支持ユニットは、前記固定パートの両側のそれぞれに備えられ、上下方向
に長く形成された一対の垂直棒、及び前記一対の垂直棒の上端を連結するように備えられ
、前記駆動力伝達部材を支持する支持点が形成された水平棒を含むことができる。
【００１３】
　また、前記水平棒は、長さが調節できるように形成されてもよい。
【００１４】
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　そして、前記水平棒は、第１ベース部、及び前記第１ベース部と相対的にスライディン
グできるように形成された第１摺動部を含んでもよい。
【００１５】
　また、前記水平棒は、前記支持点が形成され、回転できるように形成された回転部を含
んでもよい。
【００１６】
　そして、前記支持ユニットは、前記支持ユニットを前記固定パートに固定させる第１連
結部を含んでもよい。
【００１７】
　また、前記移動パートに固定され、所定の高さを有するように形成されて上側に前記駆
動力伝達部材の一端が連結される補助固定ユニットをさらに含んでもよい。
【００１８】
　そして、前記補助固定ユニットは、高さが調節できるように形成されてもよい。
【００１９】
　また、前記補助固定ユニットは、第２ベース部及び前記第２ベース部の上部に備えられ
、前記第２ベース部と相対的に上下スライディングできるように形成されて、上端には前
記駆動力伝達部材の一端が連結される第２摺動部を含んでもよい。
【００２０】
　そして、前記補助固定ユニットは、前記補助固定ユニットを前記移動パートに固定させ
る第２連結部を含んでもよい。
【００２１】
　また、前記駆動力伝達部材は、他端が二つに分枝され、前記浮揚ユニットは、所定の面
積を有するように形成されて使用者の身体の少なくとも一部を支持する支持部材、及び前
記支持部材の両側に形成されて前記駆動力伝達部材の分枝された他端のそれぞれに連結さ
れる一対の締結部を含んでもよい。
【００２２】
　そして、前記一対の締結部の少なくともいずれか一つは、前記駆動力伝達部材の分枝さ
れた他端と着脱できるように形成されてもよい。
【００２３】
　また、前記支持部材は、使用者身体の肛門部に対応する領域が開放され、開放領域を形
成することができる。
【００２４】
　そして、前記支持ユニットは、前記固定パートに回転できるように形成され、前記固定
パートの周りに折り畳むことができるように形成されてもよい。
【００２５】
　また、本発明のベッド用身体浮揚装置は、固定パート及び前記固定パートとの角度を調
節できるように形成された移動パートを含むベッドに設けられ、所定の高さを有して上下
方向に開口孔が形成された垂直部、前記垂直部の上部に結合される水平部、及び前記垂直
部に関して上下方向に移動できるように備えられた移動部を含む支持ユニット、一端が前
記移動パートに連結され、前記開口孔を通過して前記移動部と接し、前記水平部によって
支持されて支持点を形成し、前記移動パートの角度を調節することによって前記支持点と
他端との間の長さが変化する駆動力伝達部材、及び使用者の身体の少なくとも一部を支持
できるように形成されて前記駆動力伝達部材の他端に連結され、前記移動パートの角度を
調節することによる前記駆動力伝達部材の移動に応じて使用者の身体を選択的に浮揚させ
る浮揚ユニットを含む。
【００２６】
　そして、前記水平部を支持する支持部をさらに含むことができ、前記垂直部は、第１垂
直部、及び前記第１垂直部との間に開口孔を形成するように一定距離離隔させて備えられ
た第２垂直部を含んでもよい。
【発明の効果】
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【００２７】
　前記課題を解決するための本発明のベッド用身体浮揚装置は、次のような効果がある。
【００２８】
　第一に、使用者の身体を浮揚させるための装置の占有面積を最小化することで空間の制
約を最小化し、使用しやすいという長所がある。
【００２９】
　第二に、別途の動力が要求されず、追加的な電力またはエネルギーを消費する必要がな
いという長所がある。
【００３０】
　第三に、既に製造されたベッドにも適用できるという長所がある。
【００３１】
　本発明の効果は、以上で言及した効果に限定されない、言及されていない他の効果は、
請求範囲の記載から当業者が明確に理解できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置の全体を示した斜視図。
【図２】本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、ベッドの移動パート
が起立することによって浮揚ユニットが下降された様子を示した側面図。
【図３】本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、使用者が浮揚ユニッ
トに安着された様子を示した側面図。
【図４】本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、ベッドの移動パート
が復元されることによって浮揚ユニットが上昇され、使用者の身体の一部が浮揚された状
態を示した側面図。
【図５】本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、浮揚ユニットの構造
を示した斜視図。
【図６】本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、支持ユニットの構造
を示した斜視図。
【図７】本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、補助固定ユニットの
構造を示した斜視図。
【図８】本発明の第２実施例によるベッド用身体浮揚装置を示した斜視図。
【図９】本発明の第３実施例によるベッド用身体浮揚装置において、支持ユニットが折り
畳まれる様子を示した斜視図。
【図１０】本発明の第４実施例によるベッド用身体浮揚装置において、浮揚ユニットの構
造を示した斜視図。
【図１１】本発明の第５実施例によるベッド用身体浮揚装置において、浮揚ユニットの構
造を示した斜視図。
【図１２】本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が上部に位置した状態を
示す斜視図。
【図１３】本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が上部に位置した状態を
示す側面図。
【図１４】本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が上部に位置した場合、
駆動力伝達部材の移動を示す図面。
【図１５】本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が下部に位置した状態を
示す斜視図。
【図１６】本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が下部に位置した状態を
示す側面図。
【図１７】本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が下部に位置した場合、
駆動力伝達部材の移動を示す図面。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
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　以下、本発明の目的が具体的に実現できる本発明の望ましい実施例について添付された
図面を参照して説明する。本実施例を説明するにあたり、同一構成に対しては同じ名称及
び同じ符号が付されており、これによる付加的な説明は省略する。
【００３４】
　図１は、本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置の全体を示した斜視図である
。
【００３５】
　先ず、本発明のベッド用身体浮揚装置が適用されるベッド１０は、固定パート１０ａと
、前記固定パート１０ａとの角度を調節できるように形成された移動パート１０ｂとを含
む。つまり、前記移動パート１０ｂは、前記固定パート１０ａに対して回転できるように
形成され、完全に広がった状態では一般的なベッドのような形態で形成され、回転によっ
て起立された状態では、使用者の上体を起こせるように支持する。
【００３６】
　特に、本実施例の場合、前記固定パート１０ａと移動パート１０ｂとは、マットレス下
部のフレーム２０を含む。このとき、前記フレーム２０は、前記固定パート１０ａに対応
する固定フレーム２０ａと、前記移動パート１０ｂに対応する移動フレーム２０ｂとを含
む形態である。
【００３７】
　そして、発明によるベッド用身体浮揚装置の場合、このような移動パート１０ｂの角度
を調節する駆動力を利用できるように具現される。
【００３８】
　本発明によるベッド用身体浮揚装置は、支持ユニット１１０と、駆動力伝達部材１００
と、浮揚ユニット１３０とを含む。そして、本実施例の場合、ベッド用身体浮揚装置は、
補助固定ユニット１２０をさらに含む形態を有する。
【００３９】
　前記支持ユニット１１０は、ベッドの固定パート１０ａ側に連結され、所定の高さを有
するように形成される。特に、本実施例において、前記支持ユニット１１０は、前記固定
パート１０ａの固定フレーム２０ａに固定される。
【００４０】
　前記駆動力伝達部材１００は、一端が前記移動パート１０ｂ側に連結され、他端が前記
固定パート１０ａ側に延長される。このとき、前記駆動力伝達部材１００は、一端と他端
との間の少なくとも一部が前記支持ユニット１１０によって支持されて支持点を形成する
ようになる。
【００４１】
　すなわち、前記駆動力伝達部材１００は、前記移動パート１０ｂから延長されて前記支
持ユニット１１０によって支持され、他端が前記支持ユニット１１０の支持点から下側に
落ちる形態を有する。
【００４２】
　また、前記駆動力伝達部材１００は、ワイヤ、ストラップなど、多様な形態に具現され
てもよい。
【００４３】
　前記浮揚ユニット１３０は、使用者の身体の少なくとも一部を支持できるように形成さ
れ、前記駆動力伝達部材１００の他端に連結される。そして、前記移動パート１０ｂの角
度を調節することによる前記駆動力伝達部材１００の移動に応じて使用者の身体を選択的
に浮揚させる。
【００４４】
　前記補助固定ユニット１２０は、前記移動パート１０ｂに固定され、所定の高さを有す
るように形成される。そして、上側には、前記駆動力伝達部材１００の一端が連結される
。
【００４５】
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　すなわち、前記補助固定ユニット１２０は、前記駆動力伝達部材１００の一端が所定の
高さを維持できるようにする構成要素であり、これによって使用者がベッドで横になった
状態で前記駆動力伝達部材１００によって不便を感じることを防止することができる。そ
して、本実施例において、前記補助固定ユニット１２０は、前記移動パート１０ｂの移動
フレーム２０ｂに固定された形態を有する。
【００４６】
　但し、設計によっては、本実施例と異なる前記補助固定ユニット１２０が省略され、前
記駆動力伝達部材１００が前記移動パート１０ｂに直接連結されてもよいことは勿論であ
る。
【００４７】
　以上、本発明の各構成要素に対して概略的に説明したが、これらの具体的な構造に対し
ては後述する。そして、以下に本発明の具体的な作動過程について説明する。
【００４８】
　図２は、本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、ベッドの移動パー
ト１０ｂが起立されることによって、浮揚ユニット１３０が下降された様子を示した側面
図である。そして、図３は、本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、
使用者Ｐが浮揚ユニット１３０に安着された様子を示した側面図であり、図４は、本発明
の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、ベッドの移動パート１０ｂが復元さ
れることによって浮揚ユニット１３０が上昇され、使用者Ｐの身体の一部が浮揚された様
子を示した側面図である。
【００４９】
　先ず、図２に図示されたように、前記駆動力伝達部材１００は、前記移動パート１０ｂ
の角度を調節することによって、前記支持ユニット１１０の支持点と他端との間の長さが
変化する。
【００５０】
　具体的に、本実施例で駆動部の駆動力を伝達する駆動フレーム３０によって前記移動パ
ート１０ｂの角度が調節されて起立された場合、前記駆動力伝達部材１００の一端と前記
支持点とは相互近くなるので、前記駆動力伝達部材１００の他端は下降される。
【００５１】
　したがって、前記駆動力伝達部材１００の他端に連結された浮揚ユニット１３０も下降
され、使用者Ｐの身体が安着されやすいように固定パート１０ａ上に位置する。このよう
な状態で、使用者Ｐは、図３のように前記浮揚ユニット１３０に身体の少なくとも一部を
安着させることができる。
【００５２】
　本実施例の場合、前記浮揚ユニット１３０は、使用者Ｐの臀部を支持できるように使用
者Ｐの臀部に対応する形態で形成されるが、これに限定されずに、前記浮揚ユニット１３
０は、支持される身体部位によって多様な形態を有することができることは勿論である。
【００５３】
　以後、図４のように前記移動パート１０ｂが元の位置に復元される場合、前記駆動力伝
達部材１００の一端と前記支持点とは相互遠くなる。したがって、前記駆動力伝達部材１
００の他端は上昇され、前記浮揚ユニット１３０も上昇されて使用者Ｐの身体を浮揚させ
る。
【００５４】
　以上のように、本発明は滑車のような方式にしたがって、前記駆動力伝達部材１００を
移動させて使用者Ｐの身体の少なくとも一部を浮揚させることができる。以下では、本発
明の各構成要素の構造についてより詳しく説明する。
【００５５】
　図５は、本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、浮揚ユニット１３
０の構造を示した斜視図である。
【００５６】
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　図５に図示されたように、本実施例で前記駆動力伝達部材１００の他端は二つに分枝さ
れる。
【００５７】
　そして、前記浮揚ユニット１３０は、所定の面積を有するように形成され、使用者の身
体の少なくとも一部を支持する支持部材１３２と、前記支持部材１３２の両側に形成され
、前記駆動力伝達部材１００の分枝された他端のそれぞれに連結される一対の締結部１３
４とを含む。
【００５８】
　このとき、前記一対の締結部１３４の少なくともいずれか一つは、前記駆動力伝達部材
１００の分枝された他端と着脱できるように形成されてもよい。本実施例の場合、前記駆
動力伝達部材１００の分枝された他端のうち、一側にはリング状の締結具１０２が形成さ
れ、これに対応する支持部材１３２の締結部１３４には、前記締結具１０２が挿入される
締結孔１３が形成される。
【００５９】
　このように、前記締結部１３４を前記駆動力伝達部材１００から選択的に分離できるよ
うにすることで、使用者の身体を容易に前記締結部材１３２の上に安着させることができ
る。
【００６０】
　一方、本実施例の場合、一側締結部１３４のみが着脱できるように形成されるが、これ
と異なり、両側の締結部１３４が全て着脱できるように形成されてもよく、また、その締
結構造も本実施例と異なる形態で多様に形成されることは勿論である。
【００６１】
　図６は、本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、支持ユニット１１
０の構造を示した斜視図である。
【００６２】
　図６に図示されたように、本実施例による支持ユニット１１０は、ベッドの固定パート
の両側のそれぞれに備えられ、上下方向に長く形成された一対の垂直棒１１２と、前記一
対の垂直棒１１２の上端を連結するように備えられ、前記駆動力伝達部材を支持する支持
点が形成された水平棒１１３とを含む。
【００６３】
　つまり、前記水平棒１１３は、ベッドの上面から所定の高さ離隔させた状態で位置する
。特に、本実施例で前記水平棒１１３は、長さが調節できるように形成される。
【００６４】
　このような構造を持つ水平棒１１３は、より具体的に、第１ベース部１１７と、前記第
１ベース部１１７と相対的にスライディングできるように形成された第１摺動部１１６と
を含む。つまり、前記第１摺動部１１６をスライディングさせて前記水平棒１１３の全体
の長さを調節することができ、これによって異なる幅を有する多様なベッドに容易に適用
することができる長所を有する。
【００６５】
　そして、本実施例の場合、前記水平棒１１３は、一対の第１ベース部１１７及び第１摺
動部１１６を含む形態を有するように形成される。
【００６６】
　また、前記水平棒１１３は、前述した駆動力伝達部材の支持点が形成され、回転できる
ように形成された回転部１１８をさらに含む。本実施例で前記回転部１１８は、前記一対
の第１摺動部１１６の間に回転できるように備えられ、これによって前記駆動力伝達部材
が前後に移動するとき、摩擦を最小化することができる。
【００６７】
　一方、前記支持ユニット１１０は、前記支持ユニット１１０をベッドの固定パートに固
定させる第１連結部１１４をさらに含む。本実施例において、前記第１連結部１１４は、
垂直棒１１２の下部に備えられ、前記固定パートの固定フレーム２０ａに結合される形態
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で形成される。
【００６８】
　より具体的に、前記第１連結部１１４は、前記固定フレーム２０ａを包む形態で形成さ
れ、前記固定フレーム２０ａを包んだ状態で第１固定ボルト１１５を締めて前記支持ユニ
ット１１０全体を固定できるように構成されている。
【００６９】
　図７は、本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置において、補助固定ユニット
１２０の構造を示した斜視図である。
【００７０】
　図７に図示されたように、本実施例で前記補助固定ユニット１２０は前記移動パートに
固定され、所定の高さを有するように形成される。
【００７１】
　そして、実施例において、前記補助固定ユニット１２０は、高さが調節できるように形
成される。具体的に、前記補助固定ユニット１２０は、第２ベース部１２２と、前記第２
ベース部１２２の上部に備えられて前記第２ベース部１２２と相対的に上下スライディン
グできるように形成される第２摺動部１２６と、前記第２摺動部１２６の上側に備えられ
て駆動力伝達部材の一端が固定される定着部１２７と、前記補助固定ユニット１２０を前
記移動パートに固定させる第２連結部１２４とを含む。
【００７２】
　このとき、第２連結部１２４は、移動パートの移動フレーム２０ｂを包む形態で形成さ
れ、前記移動フレーム２０ｂを包んだ状態で第２固定ボルト１２５を締めて前記補助固定
ユニット１２０全体を固定できるように構成されている。
【００７３】
　以上、本発明の第１実施例によるベッド用身体浮揚装置の各構成要素について説明した
。本発明の各構成要素は、本実施例に限定されず、該機能を実現できれば、如何なる形態
に変形されても構わない。
【００７４】
　図８は、本発明の第２実施例によるベッド用身体浮揚装置を示した斜視図である。
【００７５】
　図８に図示された本発明の第２実施例の場合、前述の第１実施例と全ての構成要素が同
一に形成されるが、補助固定ユニット２２０の形態が相違点である。
【００７６】
　具体的に、本実施例の補助固定ユニット２２０は、支持ユニット１１０と同じ形態で形
成され、移動フレーム２０ｂに固定される。したがって、本実施例の場合、前記支持ユニ
ット１１０と補助固定ユニット２２０とを区別せずに使用することができるため、生産性
をより向上させることができる。
【００７７】
　図９は、本発明の第３実施例によるベッド用身体浮揚装置において、支持ユニット２１
０が折り畳まれる様子を示した斜視図である。
【００７８】
　図９に図示されたように、本発明の第３実施例の場合、前述した第１実施例と全ての構
成要素が同一に形成されるが、支持ユニット２１０の構造が相違点である。
【００７９】
　具体的に、本実施例の場合、前記支持ユニット２１０は、前記固定パート１０ａに回転
できるように形成され、前記固定パート１０ａの周りに折り畳むことができるように形成
される。
【００８０】
　すなわち、これによって使用者の身体浮揚作業が必要ない場合、支持ユニット２１０を
折り畳んだ状態で変形し、支持ユニット２１０に引っかかる可能性を回避することができ
る。
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【００８１】
　特に、本実施例では前記支持ユニット２１０がヒンジ２１１によって回転できるように
形成されるが、これに限定されない。回転構造は、様々な方法によって具現されてもよい
。
【００８２】
　図１０は、本発明の第４実施例によるベッド用身体浮揚装置において、浮揚ユニット２
３０の構造を示した斜視図である。
【００８３】
　図１０に図示された本発明の第４実施例の浮揚ユニット２３０は、前述した第１実施例
の浮揚ユニットと全体的に同じ形態を有するが、支持部材２３２は使用者の身体の肛門部
に対応する領域が開放されて開放領域２３３が形成される点が相違点である。
【００８４】
　つまり、本実施例の場合、支持部材２３２で使用者の身体を浮揚させた状態で使用者の
肛門部が露出されるので、容易に排泄物の面倒をみるなどができる長所がある。
【００８５】
　図１１は、本発明の第５実施例によるベッド用身体浮揚装置において、浮揚ユニット３
３０の構造を示した斜視図である。
【００８６】
　図１１に図示された本発明の第５実施例の浮揚ユニット３３０は、前述した各実施例と
異なり、支持部材３３２の前後の長さがより長く形成される。
【００８７】
　すなわち、本実施例の場合、使用者の臀部だけでなく、背中、脚の一部など、より広い
領域を支持した状態で浮揚できるようになる。また、このように支持部材３３２の面積が
増加されることによって、本実施例において、駆動力伝達部材２００の他端は、４つに分
枝された形態を有し、これはそれぞれ支持部材３３２の各角に形成された締結部３３４に
連結され、安定的に均衡を取るためである。
【００８８】
　このように、本発明の各構成要素は、その形態に限定されず、多様に具現されることが
分かる。
【００８９】
　図１２は、本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が上部に位置した状態
を示す斜視図で、図１３は、本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が上部
に位置した状態を示す側面図、図１４は、本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の
移動部が上部に位置した場合の駆動力伝達部材の移動を示す図面である。
【００９０】
　図１２を参照すれば、本発明の第６実施例は、前記説明した実施例と全体的構造及び動
作が類似し、以下では前記実施例と相違する支持ユニット３１０を中心として説明する。
【００９１】
　本実施例の支持ユニット３１０は、垂直部３１１、水平部３１２及び移動部３１３を含
む。
【００９２】
　垂直部３１１は、所定の高さを有し、開口孔３１１ｃが形成される。具体的に、本実施
例における垂直部３１１は、患者の上体が位置する移動パート１０ｂの上側に配置される
。
【００９３】
　開口孔３１１ｃは、上下方向に長く形成される。したがって、後述する移動部３１３が
上下方向に移動しても、駆動力伝達部材１００は、開口孔３１１ｃを通じて移動部３１３
と接することができる。
【００９４】
　一方、開口孔３１１ｃは、一つの垂直部３１１に貫通して形成されるなど、多様に形成
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されてもよいが、本実施例における垂直部３１１は、第１垂直部３１１ａ及び第１垂直部
３１１ａと一定距離離隔させて配置される第２垂直部３１１ｂを含む。そして、開口孔３
１１ｃは、第１垂直部３１１ａと第２垂直部３１１ｂとの間の離隔空間を通じて形成され
てもよい。
【００９５】
　水平部３１２は、垂直部の上部に結合され、垂直部３１１を基準にしてベッドの後方へ
長く形成される。水平部３１２の長さは、浮揚しようとする患者の部位によって決まる。
さらに、水平部３１２の長さが調節できるように備えられる場合、患者の体型、又は具体
的に浮揚しようとする位置に応じて浮揚ユニットの位置を変更することができる。
【００９６】
　また、本実施例では水平部３１３を支持する支持部３１４をさらに含んでもよい。つま
り、支持部３１４は、患者を浮揚する場合、水平部３１３に印加される荷重によって水平
部３１３が曲げられ、破損されることを防止する役割をする。
【００９７】
　すなわち、支持部３１４は、水平部３１３を効果的に支持することができる多様な構造
で備えられてもよく、本実施例では水平部３１３の下部を支持する水平部材３１４ａ、及
び水平部材３１４ａの両端を支持する一対の垂直部材３１４ｂを含む。
【００９８】
　移動部３１３は、上下方向に移動できるように、垂直部３１１に備えられる。移動部３
１３を垂直部３１１に関して移動できるように設けるためには、両者のいずれか一方にガ
イド溝が形成され、他方には当該溝に挿入される突起が形成されるなど、多様な構造が採
用されてもよい。
【００９９】
　図１３及び図１４は、移動部３１３が上部にある場合を示す図面である。具体的に、移
動部３１３は、回転できるように備えられる移動パート１０ｂの端の高さより高く位置す
る。これによって、図１４で確認できるように、移動パート１０ｂが上部に回転すれば、
移動部３１３と移動パート１０ｂの端との間の距離が短くなる。したがって、短くなった
距離分、駆動力伝達部材１００の他端は、水平部３１２の端を通じて下部に移動するよう
になる。
【０１００】
　そして、前記とは逆の過程を通じて、駆動力伝達部材１００の他端は、上部に移動しな
がら、浮揚ユニットを通じて患者を浮揚させる。
【０１０１】
　結論的に、移動部３１３が移動パート１０ｂの端より上部にある場合、移動パートが上
部に回転すれば浮揚ユニットは下部に移動し、移動パートが下部に回転すれば浮揚ユニッ
トは上部に移動する。
【０１０２】
　図１５は、本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が下部に位置する状態
を示す斜視図である。図１６は、本発明の第６実施例によるベッド用浮揚装置の移動部が
下部に位置した状態を示す側面図である。図１７は、本発明の第６実施例によるベッド用
浮揚装置の移動部が下部に位置した場合の駆動力伝達部材の移動を示す図面である。
【０１０３】
　図１５ないし図１７を参照すれば、移動部３１３は、移動パート１０ｂの一端より低い
位置に固定されてもよい。この場合、移動パート１０ｂが上部に回転すれば、移動部３１
３と移動パート１０ｂの端との間の距離は遠くなる。したがって、遠くなった距離分、駆
動力伝達部材１００の他端は、水平部３１２の端を通じて上部に移動する。
【０１０４】
　すなわち、前記説明した移動部が上部に位置した場合とは逆に、移動パート１０ｂが上
部に回転すれば浮揚ユニットは上部に移動し、移動パート１０ｂが下部に回転すれば浮揚
ユニットは下部に移動する。
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【０１０５】
　結論的に、本実施例では、上下移動できるように備えられる移動部３１３の位置を変更
することによって、移動パート１０ｂの回転によって浮揚ユニットの回転方向を選択する
ことができる。したがって、患者の状態などによってより効果的に患者を浮揚することが
できるという長所がある。
【０１０６】
　以上のように本発明による望ましい実施例を説明したが、前述した実施例の他にも本発
明がその趣旨や範疇から脱することがなく、他の特定形態に具体化できるという事実は、
当該技術に対して通常の知識を有する者には自明である。したがって、上述した実施例は
、限定的なものではなく例示的なものとして認められるべきであり、これによって本発明
は、上述した説明に限定されず、添付された請求項の範疇及びそれと同等な範囲内で変更
されてもよい。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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